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約
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吋
か
ら
午
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時
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叫

酬
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所
の
投
淡
燃
で
行
な
わ
れ
ま
し
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町
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問
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…
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役
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は
る
か
に
下
開
制
る
怒
い
紳
的
紛
借
家
で
す
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吋

棚
努
漢
は
問
問
日
午
後
七
時
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か
ら
第
一
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学
校
時
締
殺
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
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の
総
擦
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衆
議
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滋
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紋
淡
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。
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開
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告
で
す
。
脚

持
品
淡
刷
出
の
得
票
数
を
時
制
限
の
滋
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叫
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潔
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滋
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れ
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月
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滋

殺
事
恥
判
、
脱
出
さ
ま
方
の
使
笈
段
、
討
会
む
)
ふ
包
辱
の
引
授

は
か
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
③
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お
よ
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認
に
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い
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校
に
あ
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輩
、
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ま
ち
品
開
業
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、
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脱
線
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の
帥
判
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緑
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均
・
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よ
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球
段
、
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払
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か
と
思
い
あ
ま
っ
て
殺
子
心

・
期
す
る
ほ
ど
図
っ
て
い
る
人
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も
池
出
し
て
少
な
く
あ
ち
ま
せ
ん

と
の
よ
う
に
釣
っ
て
い
る
人

た
ち
を
、
お
}
ふ
い
に
酷
掛
け
合
っ

て
、
後
も
が
級
事
に
年
の
断
糊
を

姉
崎
し
、
楽
し
い
お
正
月
が
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

の
が
「
放
交
紛
け
合
い
叩
機
動
」

な
の
で
す
。

吋
品
絞
ゆ
毘
叫
明
け
合
い
遂
幅
制
」
は

々
で
は
年
末
行
事
の
一
つ
と
な

っ
て
森
た
ち
の
・
生
活
の
な
か
に

と
け
ζ
ん
で
い
ま
す
。
そ
ζ
で

符
で
は
、
一
小
し
あ
わ
せ
な
人
々

が
心
削
除
な
〈
お
?
の
綴
を
越
し
て

お
叩
比
例
月
そ
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

機
綴
な
ど
を
通
じ
て
油
開
カ
令
お

緩
い
い
た
し
ま
ナ
の
材
、
、
こ
の

運
動
に
ど
協
カ
く
だ
さ
い
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住
宅
金
融
公
庫
(
滋
築
〉

の
申
込
受
付
期
限
延
期

仲
間
術
情
ふ
淑
説
際
公
的
陣
で
は
、
同
唱
和
利

一
一
…
十
双
年
度
地
哨
築
資
金
貸
付
の

申
込
受
付
期
限
を
次
mv
、
と
お
り

処
刑
期
し
ま
し
た
の
で
お
灼
わ
せ

し
ま
す
。
臨
M
M
刊
条
件
等
に
つ
い

て
は
、
も
よ
り
の
由
叩
込
受
付
銀

行
に
災
関
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

wv
出
申
込
受
付
嗣
制
限
磁
級
三
十

五
年
十
二
月
二
十
符

す
も
よ
り
由
申
込
受
付
銀
行

千
昨
哨
加
駅
行
総
支
出
出

ザγ
榔
常
制
刊
五
銀
行
総
支
出
抽

ザヤe築
制
相
互
銀
行
松
一
戸
支
隊

帥
陀
輔
搬
に
期
叩
し
山
闘
で
く
だ
さ
い

本
年
笠
凌
該
当
者
以
外

の
方
の
後
緩
方
法

本
年
即
位
察
掛
純
然
災
者
以
外
の

方
め
捕
前
掛
槻
は
、
次
め
よ
う
に
な

っ
て
お
9
ま
す
。

V
一
暢
減
後
予
定
日
年
少
縮
刷
、
出
ザ

込
先
着
慰
安
考
隠
し
て
議
次

実
絡
し
ま
す
が
、
そ
の
災
泌

日
に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知

ら
徐
し
ま
す
。
な
お
、
本
年

中
に
既
に
二
回
の
嶋
市
掃
器
投
終

了
し
て
い
る
方
的
り
交
際
燃
の

渓
滋
は
、
来
年
附
間
・
ヌ
時
打
ご

ろ
に
行
な
い
ま
す
合

wv
由
市
浪
方
法
今
ま
で
既
に
市

汁
ぬ
ん
で
あ
る
方
は
再
び
ゆ
込

む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
込
ん
で
な
い
ふ
点
以
十
一
一
月

十
日
ま
明
、
に
後
続
、
係
護
者

氏
名
、
故
後
時
煙
者
氏
名
及
び

余
年
同
月
日
を
記
入
の
上
、
他
陣

総
務
え
申
し
込
ん
で
下
さ
い

wv
料
金
金
額
徴
収
ハ
一
人
一
開
問

四
湾
総
特
捜
マ
一
一
一
一
関
〉
T
L

ま
す
。

気
銃
に
よ
る

を
な
く
し

し
よ
う

十
一
月
一
日
か
ら
件
付
泌
が
人
法

問
問
的
別
に
終
禁
に
な
h

ツ
ま
し
た
が

終
係
法
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
が

ら
に
違
反
す
る
行
為
の
総
ら
な

い
よ
う
泌
綴
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ζ

こ
数
年
来
、
部
内
鏡
、
世
ム
M
A

鯨
献
に
よ
る
狩
猟
帥
閉
が
ふ
ぬ
ま
り
、

ハ
Y
Nタ

I
の
数
が
期
抑
制
闘
に
議
加

し、

ζ
h
刊に
k
も
な
っ
て
峠
誌
に

よ
る
液
体
試
も
年
々
山
増
加
し
て
い

る
汲
状
な
の
で
、
次
の
よ
う
な

い
燃
に
注
意
し
て
事
絞
殺
米
然
に

仲
間
ぐ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
o

v猟
銑
等
波
紋
い
の
不
注
意
か

ら
入
後
九
官
級
附
附
す
る
危
悼
法
性
が

ふ
〈
き
い
の
マ
、
取
扱
い
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い

wv
統
の
も
て
遊
び
が
康
問
問
で
然

発
し
、
人
を
殺
出
陣
し
た
術
情
欲
も

多
い
。
特
に
ふ
明
以
気
鋭
に
よ
る
事

故
で
は
、
も
で
制
緩
ぴ
が
も
と
と

な
っ
た
も
の
が
大
学
で
、
末
成

怒
お
が
銭
円
同
銃
を
イ
干
に
し
た
機

人
伎
の
拙
包
等
監
督
に
つ
い
ザ
ミ
開
州

国
闘
の
人
た
ち
が
一
帥
棋
の
波
設
や
は

は
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

wv
療
品
拡
同
体
仲
間
令
に
点
滅
め
ら
れ
た

波
紋
仇
官
邸
愉
緩
ま
た
は
怠
っ
て
い

る
場
合
に
多
く
経
つ
に
い
る
の

で
、
事
故
を
防
ぐ
に
獄
、
償
問

点
昔
前
町
液
扱
い
mw-
あ
や
ま
ち
は
た

も
だ
ち
に
人
命
身
体
の
危
険
に
関

係
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
強
い
一
総
裁
と
公
徳
心
に
従
っ

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
詮

…
清
掃
作
業
偶
然

の

募

集

附
吋
の
総
務
事
業
を
行
な
，

山
う
た
め
、
次
の
と
お
事
件
山

山
袋
詰
以
を
募
集
い
た
し
ま
ナ
山

山
希
望
者
同
体
、
競
燦
燦
跡
門
会
問

山
の
上
然
線
総
え
お
申
込
み
…

く
だ
さ
い
。

山
V
務
総
人
気
若
手
名

山
V
応
募
資
絡
叩
凶
才
以
k
山

必
才
以
下
の
男
子
で
、
…

義
務
教
育
終

γ以
上
mw

か
た

wv
体
内
閣
細
後
抑
制
縦
一
銭
。
回
開
山

熊
本
骨
川
弘
時
組
員
に
昇
進
め

建
か
あ
り
ま
す
。
…

…
wv
柿
開
局
決
出
品
側
斡
酬
の
ふ

ω

で
決
策
し
ま
す
o

m

M
V申
込
蜘
開
銀
抑
制
殺
銘
年
…

法
制
月
刊
川
口
い
ま
で
。

。防の人口事

〈領事時35年!OJl31お務室主〉

男 13，411人

余 地点20入

計 27，491人

没者?護X 5，655 

185 

ん
。
つ
ま
ち
事
故
防
止
は
、
時
開

令
を
7
1
L
〈
守
る
と
と
に
よ
っ

て
達
せ
ら
れ
る
も
の
マ
ナ
。




